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１．販売の状況 
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グローバル販売台数 

（単位：台） 

グローバル販売台数は全地域で前年比増。全体および海外は第1四半期として過去最高。 

グローバル販売台数(小型)

17/4-6 18/4-6

279

15,380

12,399

512

16,466

4,099

3,424

1,553

1,110

831

19,731

4,580

3,859

1,781

1,203

906

40,161

47,952

日本 +2,981

アジア

北米

中南米

オセアニア

中近東

アフリカ

欧州

+3,265

+481

+435

+228

+93

+75

+233

+7,791合計

(＋24.0%)

(＋19.8%)

(＋11.7%)

(＋12.7%)

(＋14.7%)

(＋8.4%)

(＋9.0%)

(＋83.5%)

(＋19.4%)

★

※

※

★ 過去最高

※ 第１四半期として過去最高 ※

海外

27,762

↓

32,572
+4,810

(+17.3％)

※

17,362 20,093 +2,731 (＋15.7%)※
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国内トラック・バス市場の状況 

17/4-6 18/4-6

42,163

18,791

2,408

20,964

20,144

44,359

22,289

1,926

大中型

トラック

小型

トラック

バス

+1,353

+1,325

▲482

+2,196

(＋7.2%)

(＋6.3%)

(▲20.0%)

(＋5.2%)

合計

17/4-6 18/4-6

+1,657

+2,981

+1,369

▲45

12,399

6,417

745

5,237

8,074

15,380

6,606

700

大中型

トラック

小型

トラック

バス

〔34.1%〕

〔30.9%〕

〔25.0%〕

〔40.1%〕

〔29.6%〕

〔36.3%〕

(＋25.8%)

(＋24.0%)

(＋26.1%)

(▲6.0%)

〔29.4%〕

〔34.7%〕

※

★ 過去最高

※ 第１四半期として過去最高

★

★

合計

※

※

総需要 日野販売 〔シェア〕 （単位：台） 

総需要    ：トラックは主にカーゴ系の需要が堅調で、前年比増。 
       バスは大型観光バス特需の終息により、前年比減。 
日野販売：台数は過去2番目の高水準。シェアは過去最高。 
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17/4-6 18/4-6

2,106

2,595
+489

(＋23.2%)

993 1,023 +30
(＋3.0%)

3,099

3,618
+519

(＋16.7%)

大中型

(ｸﾗｽ6.7)

小型

(ｸﾗｽ4.5)

合計

米国

17/4-6 18/4-6

2,920
3,241

2,466
2,828

454 413

+362
(＋14.7%)

▲41
(▲9.0%)

+321
(＋11.0%)

大中型

小型

合計

17/4-6 18/4-6

3,741

5,104
+1,363

(＋36.4%)

6,382

8,407

+2,025

(＋31.7%)

2,641

+662

(＋25.1%)

合計

大中型

小型3,303

タ イインドネシア

インドネシア：引き続き建設・マイニング需要は好調。大中型を主体に大幅な販売増。 
米国     ：好調なトラック市場を背景に、着実な販売増。 
タイ        ：市場・販売ともに回復し、前年比増。 

インドネシア・米国・タイ販売台数 

（単位：台） 
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17/4-6 18/4-6

102,540
116,588 +14,048

(＋13.7%)

合計

タイ

米国

91,190

80,119

182,659

207,778

+11,071

(＋13.8%)

+25,119

(＋13.8%)

17/4-6 18/4-6

6,745

26,342

33,087

36,994

7,163

29,831

合計

積載系

SUV

+3,907

+418

+3,489

(＋11.8%)

(＋6.2%)

(＋13.2%)

車両 ユニット

(ﾀｲ・米国ﾕﾆｯﾄ販売)

トヨタ向け車両・ユニット売上 

車両  ：SUV（プラド）・積載系ともに前年比増。 
ユニット：好調な米国に加え、タイ市場の回復により前年比増。 

（単位：ユニット） （単位：台） 
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２．連結決算の状況 
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連結損益の状況 

※第１四半期として過去最高 （単位：億円）

科目 増減

売 上 高 4,672 3,933 ＋739

(0.0p)

営 業 利 益 191 161 ＋30

(▲0.1p)

経 常 利 益 195 170 ＋25

親 会 社 株 主に 帰属 する (▲0.4p)

当 期 純 利 益 128 123 ＋5
（　　)  は、売上高利益率。

18/4-6

(4.2%)

(4.1%)

増減率17/4-6

＋18.8%

＋18.9%

＋3.7%

(3.1%)(2.7%)

＋14.5%

(4.1%)

(4.3%)

※

<為替レート>
18/4-6 17/4-6

ＵＳＤ 108 111

ＴＨＢ 3.42 3.23

ＩＤＲ（100） 0.78 0.84

ＡＵＤ 82 84

<連結売上台数> （単位：台）

18/4-6 17/4-6 増減

国　　内 16,097 13,330 ＋2,767

海　　外 31,206 25,267 ＋5,939

ト　ヨ　タ 36,994 33,087 ＋3,907
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連結損益の変動要因 

環境面の悪化、基盤強化によるコスト負担増を、販売面・原価改善でカバーし、増益を確保。 

110

38

128123

17/4-6
実 績

18/4-6
実 績

▲40
▲78

▲25

原価改善
環境面の

変化
基盤強化/

原価変動他

販売面の
影響

営業外

法人税等

非支配

株主利益他

為替差益の減 ▲ 4
投資有価証券

売却益の減 ▲ 26

税金費用の減他 ＋ 5

（単位：億円）営業利益 ＋30億円（161→191億円）

親会社株主に帰属する当期純利益 ＋5億円（123→128億円）

為替 ▲ 20
材料市況 ▲ 20
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所在地別セグメント 売上高・営業利益 

日本     ：国内、輸出、トヨタ向け販売増により増収増益。 
アジア    ：販売増により増収も、現地通貨安及び市況悪化により収益は微減。 
その他地域：米国・オーストラリアの販売増により増収増益。 

★過去最高

※第1四半期として過去最高 （単位：億円）

増減 18/4-6

売上高 営業利益
(3.2%) (2.7%) ＋20.9% ＋39.9%

日 本 3,772 120 3,119 86 ＋653 ＋34
(4.1%) (5.2%) ＋16.9% ▲8.3%

ア ジ ア 1,002 41 857 45 ＋145 ▲4
(4.4%) (3.7%) ＋23.7% ＋46.4%

その他地域 681 30 550 21 ＋131 ＋9

調 整 ▲783 ▲0 ▲593 9 ▲190 ▲9

(4.1%) (4.1%) ＋18.8% ＋18.9%

計 4,672 191 3,933 161 ＋739 ＋30
（　　) は、売上高営業利益率。増減欄の％は、対前年増減率。

売上高

18/4-6 17/4-6
売上高 営業利益 営業利益

※

★

※



ＩＲ 11/11 

連結四半期別売上高・営業利益推移 

為替レート 17年 18年 17年 18年 17年 18年 17年 18年

ＵＳＤ 111 108 111 112 111

161 188
265

189191

3,933

4,567
4,780

5,100
4,672

4,000

5,000

200

400

第１

四半期

第２

四半期

第３

四半期

第４

四半期

（億円）

17年度

営業利益

18年度

売上高

前期 当期




